
 福知山市企業人権教育推進協議会  

企教推だより 
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９月 25日（水）、企業交流プラザにおいて「新任者

人権研修会」を開催し、30人の参加がありました。 

講師には、昨年度に引き続き、夢こらぼ主宰の松尾

弥生（まつお やよい）さんにお世話になりました。 

研修は、「人を大切にするコミュニケーション」をテ

ーマに、４人１組でのグループワークなども交え、和

やかでリラックスした雰囲気で進められました。 

アンケートでは、多くの参加者が「よく分かった」

と答えられ、理解が深まった様子がうかがえます。 

 人を大切にするコミュニケーション 新任者人権研修会（9/25） 
 

次のサイトでは、無料で人権啓発ビデオを視聴可能で

す。社内研修等にご活用ください。 

      ←■京都人権ナビ（京都府） 

       人権研修資料集ページから啓発 

       ビデオが視聴できます。 

 

→■人権教育啓発推進センター 

「YouTube人権チャンネル」で 

  啓発ビデオが視聴できます。 

ＬＧＢＴと経営学 ～多様性が認められる社会をめざして～ 

               性に関する人権問題研修会（10/ 7） 

10月 7日（月）、市民交流プラザふくちやまにおいて、「性に関

する人権問題研修会」を開催し、会員企業などから 46人の出席が

ありました。 

講師には、京都大学経営管理大学院特定講師の柳淳也（やなぎ 

じゅんや）さんをお迎えし、「ＬＧＢＴと経営学～多様性が認めら

れる社会をめざして～」をテーマにお話をいただきました。 

LGBTと経営の関りなど、グループでの話し合いを通して考え、

アクションにつなげることの大切さを学ぶことができました。 

 業務上や日常生活の中で、インターネット上で、

人権の観点から「問題ではないか」と感じられる情

報（特に福知山市に関わる情報）を発見された際は、

企教推事務局まで御相談や情報提供をお願いしま

す。 

 企業人権教育推進協議会事務局  

（☎0773-24-7021）  

WEB上での人権啓発ビデオ視聴紹介 

「お付き合い上手の心得」や「仕事で求められる人間力」など、すぐに職場において活用できそうな

多くのヒントをいただきました。職場において「人を大切にする」意識が高まり、そうした雰囲気が広

がっていくことが期待されます。 

差別のない明るい職場づくりのために 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度経済産業省中小企業庁委託 公益財団法人 人権教育啓発推進センター主催 

 

不適切な採用選考の実態 
 

上記グラフの質問は公正な採用選考に違反す

る不適切な質問です。 

面接の緊張感を和らげる意図で聞いてしまう

ケースが多いようですが、注意しましょう。 

 日本国憲法（第 22 条）は「職業選択の自由」を保障していますが、

雇用主にも「採用の自由」が認められています。しかし「採用の自由」

は応募者の基本的人権の保障が前提として認められるものです。 

【2024.10 月発行】  福知山市企業人権教育推進協議会（福知山市地域振興部人権推進室内） 

〒620-0035 福知山市字内記 100   ℡24-7021 FAX23-6537 

公正な採用選考を 採用選考の基本的な考え方   
 

【人権状況報告 №2】 

児童虐待相談件数（京都府内） 

児童虐待かも？と思ったら 
児童相談所虐待対応ダイヤル 189 にお電

話ください。虐待のサインを少しでも感

じたら、ためらわず連絡してください。 

家族に関すること

37.3%

思想

11.3%住宅状況

10.6%本籍・出生地

6.2%

健康診断

1.6%

その他

33.0%

公正採用選考 

特設サイト 

（厚生労働省） 

１ 応募者の基本的人権を尊重しましょう 

２ 応募者の適性・能力に基づいた基準による 

採用選考を行いましょう 

 「応募者が、求人職種の職務を執行するうえで、必要な適性・能

力を有しているか」という基準で採用選考を行うことが必要です。 

３ 応募者に広く門戸を開きましょう 

 ごく限られた人にしか門戸が開かれていないと、「就職の機会均

等」を実現できません。求人条件に合致する全ての人が応募できる

ようにすることが大切です。 

詳しくはコチラ ⇒ 
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京都府児童相談所が虐待通告を受付した件数 
2018年度に 2千件を超えて以降、微増傾向が続 

き、2022年度は過去最多を更新しました。 

データ：2022年ハローワー
クで把握した 802件による 

児童虐待の種類 

児童虐待は、子どもの体と心を深

く傷つけ、体の成長や脳の発達に影

響を及ぼしたり、心の傷が残ったり

することがあります。 

●身体的虐待 
なぐる、ける、やけどを負われる など 

●性的虐待 
性的行為を強いる、性器を見せる など 

●ネグレクト 
家に閉じ込める、食事を与えない など 

●心理的虐待 
言葉による脅し、無視・拒否的な態度、

家庭におけるＤＶ など 
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資料：政府広報オンライン 

11月は児童虐待防止月間です 
NO 

児童虐待 

 

CSR(企業の社会的責任)と人権セミナー 

●2024年 11月  1日（金） 

●2024年 12月 26日（木） 

●2025年  2月  7日（金） 

いずれも 13:30～16:45 

 

 

内容、申込方法は 

こちらへ↑ 

 

 

企業における CSR・人権担当者向け実践講座 

●配信期間 2024年10月 16日（水） 

～2025年2月 14日（金） 

           ※配信期間中はいつでも視聴可能 

 

事前申込制・視聴無料・オンライン配信 

詳細はこちら 
↓ 

【講座内容】ビジネスと人権／障害者差別解

消法改正／ＬＧＢＴ理解増進法／ＣＳＲ／人

権に配慮した職場づくり／カスタマーハラス

メント 

事前申込不要・視聴無料・オンライン配信 

（件） 


